
令和４年度　企画総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①デジタル田園タ
ウン構想

①全庁的な取り組みとして「DX推進計画」の
策定

②町特有の課題解決に資するデジタル実装
を伴う高齢者等の移動支援など公共交通
サービスの向上に向けた調査検討

③最新の技術動向を把握し、効果的に事業
を進めていく観点から、「外部人材登用」によ
る体制強化

④町民が利活用しやすい地図情報等のオー
プンデータ化

⑤事務処理の効率化として、会議録が自動
作成される「AI音声認識システム」の導入等
による環境整備

⑥行政手続きオンライン化の環境整備（子育
て関係15手続、介護関係11手続）

⑦子育て相談、移住定住希望者相談、道
路・公共施設等の不具合状況等の通報受
付、災害関連情報の周知などのオンライン化

①先進自治体等からの情報収集を行い、将来を
見据えた仮説を構築し方向づけ、常に変化する
環境を踏まえ、修正を繰り返しながら、迅速に実
行し、効果的で町民満足度の高い施策を展開し
ます。デジタル技術を用いて推進する各事業に
ついて、町民の方々に取り組みを示し、デジタル
化に向けた基盤を整え、将来より豊かな環境で幸
せが感じられる計画を策定します。

②本町の将来を見据え、先進地の事例等を参考
に移動機会の創出を図るために、自動運転バス
の社会実装に向けた調査検討を行います。

③デジタル技術の専門的な知見をもつ人材を登
用し、最新のサービスを導入するために、多様な
人材の検討を図ります。

④都市計画情報や道路・街路灯設置情報、農地
情報など、町が保有する様々なデータの中から、
個人情報など公開できないものを除き、引用・コ
ピー・加工等を可能とするオープンデータを公開
します。

⑤議事録等の作成に費やした時間を町民サービ
スの充実に振り替えるため、音声認識によるリア
ルタイムでの議事録作成システムを導入し、事務
効率の向上につなげます。

⑥対面等による申請手続きのうち、児童手当や介
護申請等をスマートフォンから行うオンライン化を
進め、子育て世代等への利便性向上を図ります。

⑦既存のサービスと併用しながら、相談、通報、
行政情報の発信等をスマートフォンから手軽に行
うシステムを構築します。また、一斉配信メールや
防災無線で周知していた災害関連情報について
もスマートフォンに随時届くシステムとすることで
災害状況をタイムリーにいつでも把握できることを
可能とします。

①先進自治体からの情報収集、矢
吹町DX推進本部の設置、DX意見交
換会ならびに職員DX提案や職員DX
研修会を通じて、DX推進計画策定
のための準備を進めることができ
ました。

②自動運転バスの先進自治体の視
察を行ったほか、AIオンデマンド
バスの導入企業と意見交換会を行
うことができました。

③令和4年6月27日から「矢吹町DX
推進支援業務」を開始し、デジタ
ル技術の専門的な知見をもつ人材
と、最新のサービス導入に向けて
定期的な協議を実施することがで
きました。

④令和4年6月27日から「矢吹町統
合型地理情報システム構築事業」
を開始し、地図情報等のオープン
データに向けて準備を進めること
ができました。

⑤議事録作成システムの導入契約
を完了させることができました。

⑥オンライン化を行う手続を整理
し、システム改修に向けた契約の
準備を進めることができました。

⑦データ連携基盤との将来的な連
携を見据え、システム仕様につい
て検討を進めることができまし
た。

Ｂ⁺

①DX推進専門部会を組成し、
当部会で提起される課題やア
イデアを整理し、DX推進計画
策定に反映させるための準備
を進めます。

②AIオンデマンドバスの先進
自治体視察を行うほか、町に
即した公共交通導入に向けて
他課（まちづくり推進課等）
と継続的に協議を行います。

③引き続き、最新の技術及び
サービス導入に向けて定期的
な協議を実施します。

④システム構築を完了させ、
地図情報等のオープンデータ
に向けて新システムの稼働を
本格的に開始します。

⑤議事録作成システムを活用
し、事務効率の向上を目指し
ます。

⑥システム改修を完了させ、
申請手続のオンライン化を本
格的に稼働させます。

⑦システム構築を完了させ、
住民の利便性を向上を実現し
ます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み
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令和４年度　企画総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②行財政改革実行
計画

①職員一人一人が「行政を経営する
視点」を持つための取り組み

②事業効果の自己評価と内部、外部
評価の実施

③デジタル化等の新たな発想による
効率化の検討

④経営資源の有効活用と経常的な経
費の削減

①東北財務局 福島財務事務所による研
修会などによる知識習得、意識改革

②財務4表の作成等による内部評価と専
門家への委託による外部評価と分析検証
の結果公表

③公務能率の向上に向け支障となってい
る要因の洗い出し

④財政シュミレーションの作成

①②③について、外部の評価機関
との財務状況評価に向けた調整を
終え、後期の具体的な評価業務へ
向けて進めています。

④についても、健全化判断比率の
推移等のデータの整理を実施し、
目標達成に向けて計画通りに進捗
しています。 Ｂ⁺

①福島財務事務所による研修
会の実施に向けた調整をしま
す。また、適正な事務処理に
向けた研修を実施します。

②複数の外部機関による外部
評価を同時進行し、随時検証
を進めていきます。

③公務能率の向上のためのシ
ステム化等を随時実施しま
す。

④外部評価と併せて、財政
シュミレーションの作成を実
施します。

③人材育成

①職位に求められるスキル向上研修

②専門的な能力向上研修

③組織的な底上げを図る独自研修

④人材育成考課制度運用講座

⑤女性活躍推進研修

①ふくしま自治研修センターを活用した
指名研修

②東北自治研修所、市町村職員中央研修
所、ふくしま市町村支援機構等の各研修
所を利用する指名研修

③全職員対象研修：法制執務基礎習得講
座、DX業務改善研修

④副係長以上を対象に、効果的な助言や
手法の体得を目指す研修

⑤今後のまちづくりにおける女性リー
ダーとしてのスキルアップ研修

①派遣研修（ふくしま自治研修セ
ンター18名）

②希望研修（支援機構10名（内オ
ンライン受講4名）、福島県下水道
公社1名、日本経営協会3名（内オ
ンライン受講3名））、全国市町村
国際文化研修所1名

③メンター制度の実施

④12月～1月に実施予定です。

⑤実施を検討中です。

Ｂ⁺

①～⑤について、職員研修
は、新型コロナ感染症拡大防
止に努め、専門性などを考慮
し、オンラインでの受講も検
討しながら研修実施に努めま
す。内部研修においても、新
型コロナ感染症の動向に注視
するとともに、可能なものか
ら実施してまいります。
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令和４年度　企画総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④第7次矢吹町ま
ちづくり総合計画
の事前準備

①見直しに向けた基礎情報の収集

②基本計画と個別計画の役割分担の
調整

③まちづくり総合審議会の開催

④町民参加の取り組みとする町民意
見の集約方法

①前回の取り組み内容の確認

②個別計画の抽出と計画期間等の確認

③次期計画の骨子等の協議について、今
後、矢吹町が取り組む施策等を共に考
え、実行していただける方々と将来を見
据えた建設的な意見交換等を実施

④計画策定の住民参画について事例調査

①・②第6次まちづくり総合計画策
定時のスケジュール等を確認しな
がら、次期計画策定に向けた準備
を行いました。

③審議会委員の選定内容等につい
て、内部及び首脳部との協議を行
いました。

④現計画の検証を行うために、ア
ンケート調査やワークショップ等
の実施に向けて、協議を行いまし
た。

Ｂ⁺

①・②・④について、現計画
の検証作業のために住民向け
のアンケート調査等を実施す
るとともに、高齢者や若者、
学生、子育て世代等、様々な
方々が次期計画策定に向けた
住民参加型のワークショップ
等の実施に向け準備を進めて
まいります。

③まちづくり総合審議会委員
の選定に向けて、一部の委員
について、公募を行い、住民
参画への意識の醸成を促しな
がら、組織体制の構築に努め
ます。

⑤各課との横連携
の強化

①各課との調整が必要な分野の把握

②各課との横連携を図り、課題等の
改善策を整理するプロジェクトチー
ム等を分野ごとに立ち上げます。

①庁議調整会議等を活用し、事例等を整
理のうえ、課題等の抽出を図ります。

②期間限定で課題を整理していくなどの
工夫を図り、集中的な取り組みを実行し
ます。

①庁議調整会議を開催し、各課の
事業等において、意見集約や情報
共有等を行いたい内容について、
協議を行いました。

②主要プロジェクトや各課の懸案
事項について、最適解を見い出せ
るよるに、関係各課による協議等
を重ねました。

Ｂ⁺

①・②について、引き続き庁
議調整会議や関係各課による
個別協議を行いながら、組織
としての連携強化に努めま
す。
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令和４年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①公共交通ネッ
トワーク

高齢者をはじめとする
交通手段を持たない町
民の利便性の向上を図
るため、町に最適な公
共交通について検討し
ます。
また、「行き活きタク
シー」、「矢吹泉崎バ
スストップ」等の各種
公共交通に係る事業の
利用促進に向け、更な
る周知を図ります。
さらに、新たに実施を
検討しているコミュニ
ティバス等について、
検討協議会において検
討を行い、実証実験を
実施します。

●4月 　行き活きタクシーの
業務委託及びバスストップ施
設の維持管理に関する契約の
締結
●6月 　第1回公共交通ネッ
トワーク検討協議会
●6月　 先進地視察研修
●8月 　第2回公共交通ネッ
トワーク検討協議会開催
●10月　コミュニティバス等
実証実験開始
●12月　第3回公共交通ネッ
トワーク検討協議会開催
●3月 　実証実験結果の取り
まとめ
●随時　行き活きタクシーに
関する業者との協議
●随時　行き活きタクシー・
バスストップ利用促進PR方法
の検討及び周知活動

矢吹町公共交通ネットワーク検
討協議会を立ち上げ、コミュニ
ティバス実証実験について協議
し、実施案の作成を行いまし
た。
●7月4日 第1回公共交通ネット
ワーク検討協議会
●8月24日 子どもの利用に係る
検討会
●9月8日 第2回公共交通ネット
ワーク検討協議会
●随時 バス会社運行内容協
議、警察署停留所協議 Ｂ⁺

コミュニティバス実証実
験を実施し、結果の取り
まとめを行うとともに、
次年度以降の公共交通事
業について検討します。
●11月18日 全員協議会
説明(実証実験内容)
●11月下旬 広報等PR開
始
●12月上旬 実証実験開
始
●～2月上旬 実証実験検
証
●2月下旬 第3回公共交
通ネットワーク検討協議
会

  

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  

4

4



令和４年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②地域防災計画

地域防災計画につい
て、災害発生時に迅速
な対応ができる体制づ
くり、高齢者、障がい
者等が安全に避難でき
る体制の構築及び、避
難時におけるアプリ等
のデジタル活用につい
て、関係機関と協議の
うえ、見直しを図りま
す。

●4月～10月　情報収集・内
容の確認及び関係機関との協
議
●11月　　　 計画（案）の
作成及び首脳部会議提出
●12月　　　 庁議提出
●1月　　　　計画の実施及
び配布

地域防災計画の見直しにあた
り、矢吹町防災会議条例を9月
定例議会にて改正し、防災会議
委員の拡充を図りました。
また、近年全国で多発する自然
災害を教訓とし、より強固な計
画作成とすべく、防災に関する
専門知識を有する業者へ改訂の
業務委託を行います。

Ｂ⁺

矢吹町防災会議を10月、
1月を目途に開催し、地
域防災計画の改正点等に
ついて審議を行います。
なお1月に計画（案）を
作成し、福島県による審
査を経た後、3月の計画
実施を目指します。

③まちづくり団
体支援

協働のまちづくりの基
盤となるまちづくり団
体等の活動を支援する
ため、きめ細やかなサ
ポートを行い、財政的
な支援及び団体の自立
を推進します。
また、新たな団体の立
ち上げや既存団体によ
る新規事業についても
支援を行い、協働によ
るまちづくりを推進し
ます。

●5月末　2次申請期限
●6月　　団体ヒアリング
（審査会）
●2月末　次年度1次申請期限
●3月　　各団体の活動状況
等の広報、ホームページ等へ
の掲載
●随時　 ガバメントクラウ
ドファンディングの調査

提案のあった6団体に対し助成
金総額1,372,300円を交付し、
協働のまちづくりを推進してい
ます。
●【継続団体】
・矢吹町バンド連合会
・草友会
●【新規団体】
・やぶきSDGs懇話会
・矢吹町文化財保護研究会
・SOUTH FUKUSHIMA COFFEE
TIME! 実行委員会
・NANAIRO

Ｂ⁺

引き続き、助成団体の活
動をサポート（広報、
ホームページ等への掲載
等）するとともに、町内
の団体及び団体を作りた
い方々が相談できるよう
周知していきます。
●2月末 次年度1次申請
の周知広報
●随時 各団体の活動状
況等のPR

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④協働のまちづ
くりの支援

協働のまちづくりの推
進を図るため、「自
助・共助・公助の考え
方」のうち、共助にお
ける協働範囲を拡充す
るため、町民・職員の
意識の醸成を図り、多
元的な体制づくりを行
います。
また、各分野で活躍す
るまちづくり団体等が
連携し、更なる地域づ
くりが行えるようサ
ポートの強化を行いま
す。

●随時
・まちづくり団体登録制度の
運用による官民の各種助成制
度等の情報提供
・広報、ホームページ等によ
るまちづくり団体の活動内容
の周知
・民間企業等とのボランティ
ア活動を含めた協働の在り方
を検討

●8月9日 矢吹町区長会と町と
の協働により、JR矢吹駅東側の
羽鳥幹線水路上部道路に植樹し
たつつじの維持管理として除草
作業を実施しました。
●随時 行政区及び行政区長か
ら地域活動での課題・問題など
を町担当部署につなぐパイプ役
としてご意見、ご要望の窓口と
なりサポートを行いました。
●随時 各種助成制度等につい
て広報誌やホームページで紹介
しました。

Ｂ⁺

行政区やまちづくり団体
等の活動を広く周知する
とともに、各種補助制度
の案内を行うことで町内
におけるまちづくり活動
や協働を活性化させま
す。
●10月12日 羽鳥幹線水
路上部道路除草作業
●11月上旬 行政区長意
見交換会
●随時 各種活動内容の
周知及び助成制度等の紹
介

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤矢吹町ごみ減
量化推進計画

本町では、次世代に豊か
な環境を引き継ぐため、
「人・モノ・自然」を大
切にする「遺魂し」の心
を活かして「ごみゼロの
まち」を目指します。
「もったいない精神で資
源を大切にし、地球環境
保全に貢献するまち」の
実現に向け、ごみの減量
化に関して令和3年3月に
「矢吹町ごみ減量化推進
計画・第2期」を策定
し、令和3年度から令和6
年度までの4箇年計画に
より、更なるごみの減量
化・資源化を推進しま
す。
【ごみ資源化・減量化に
向けた目標】
・資源化（リサイクル率
UP）目標（15％・194ｔ
の増加）
・減量化目標（5％・246
ｔの削減）
　1人1日削減目標（24
ｇ）

●随時　家庭用生ごみ処理機
購入補助
●随時　資源回収奨励金交付
●6月　 資源回収コンテナ設
置（第1回目）及び使用開始
●6月　 資源回収コンテスト
の前年度の結果発表（広報・
ホームページ）
●6月　 ゴミ回収ボックス設
置（第1回目）及び使用開始
●11月　資源回収コンテナ設
置（第2回目）及び使用開始
●11月　ゴミ回収ボックス設
置（第2回目）及び使用開始
●11月　家庭用生ごみ処理機
購入補助及び資源回収奨励金
交付の募集（広報・ホーム
ページ）
●2月　資源回収コンテスト
集計
●3月　資源回収コンテナ設
置及びゴミ回収ボックス設置
について次年度分の募集（各
区長へ通知し、意向調査）

●家庭用生ごみ処理機購入補助
目標5件⇒ 上半期3件
●資源回収奨励金交付
目標回収量270ｔ（189万円）⇒
上半期実績100ｔ（70万円）
●資源回収コンテストの前年度
の結果発表　6月広報・ホーム
ページに掲載（最優秀賞 松倉
行政区、優秀賞 田内行政区）
●資源回収コンテナ設置（第1
回目）及び使用開始
・目標設置数6基 ⇒ 上半期2基
（①六区、②南沢行政区）
●ゴミ回収ボックス設置（第1
回目）及び使用開始
・目標設置数15基 ⇒ 上半期8
基（①三区八幡町南、②四区
西、③五区、④⑤六区、⑥長
峰、⑦三神弥栄、⑧南原行政
区）

Ｂ⁺

下半期についても、引き
続き、「家庭用生ごみ処
理機購入補助」、「資源
回収奨励金交付」、「資
源回収コンテナ設置」、
「ゴミ回収ボックス設
置」の推進、㏚を行いま
す。
また、町民の方へ、広
報・ホームページによ
り、ごみ資源化（リサイ
クル率UP）・ごみ減量化
の啓発、推進を行いま
す。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　総合窓口課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①総合窓口業務

①「町の顔」として「明
るく 丁寧で 親切かつ 迅
速」な対応

②お客様に寄り添った接
遇

①課題や問題が生じた原因につ
いて協議し、今後の対応に活か
せるよう改善します

②わかりやすい説明や聞き取り
方法などに疑問が生じたときに
は適宜協議し改善します

①課題や問題が生じた際には係内
で改善策について協議し、対応し
ました。

②対応時の説明について、お客様
からわかりにくいと指摘された部
分について、資料を提示しながら
説明をしました。

Ａ
①引き続き係内で協議しな
がら、応対していきます。

②引き続きお互いに改善点
について話し合いながら、
お客様に寄り添った応対を
してきます。

②職員の財務事
務処理能力の向
上

①所属における正確な事
務処理に対する認識の徹
底を図ります

①予算担当者会議資料の見直
し、誤りやすい事例の情報提
供、例月出納検査で指摘された
ものの情報提供

①日々の支出命令書等の確認時に
おいて、不備や誤りの指摘を適宜
行いました。支出命令書の提出期
限を支払予定日毎に周知しまし
た。課長連絡会議で情報提供を行
いました。

Ｂ⁺
誤りの多かった点や例月出
納検査で指摘された点を中
心に、来年度の予算担当者
会議資料の見直しを行いま
す。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　総合窓口課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③マイナンバー
カード取得率の
向上

①申請方法の周知

②代理申請の実施

③希望のあった各種団体
や企業等への出張申請受
付の実施

④交付窓口を奇数月1回日
曜日午前中に開設

①広報やぶき、HP等で周知

②マイナアシストを使用し、誤
申請を防ぎ申請時間の短縮

③希望のあった各種団体や企業
等と感染症対策を十分協議した
上で、申請受付交付までを実施

④平日受け取ることが困難な方
が安心して受け取ることができ
るよう、電話予約制にし実施

①広報やぶき、HPで申請方法、代
理申請、出張申請等について掲載

②マイナアシストにより、申請時
間が短縮され、待ち時間なく申請
を受け付けることができました。

③ことぶき大学開催に合わせてに
て臨時窓口を開設し、申請受付を
実施しました。

④5月、7月からは毎月1回日曜日の
午前中に予約制でマイナンバー
カードの交付をしました。8月から
は日曜日の予約を毎月の1回とし、
申請の受付についても実施しまし
た。

Ｂ⁺
引き続き申請方法を周知
し、マイナンバーカードの
申請及び交付が出来る機会
について検討し、対応して
いきます。

④予算執行状況
の的確な把握

①収支予定額の的確な把
握

①四半期毎の予算執行計画書を
基にした支出予定額及び各種交
付金、補助金等の収入予定日の
確認

①月毎の定期的な支出予定額や調
定された収入予定額の把握と併せ
て、金融機関から提出される収支
日計表を元に残高の管理を行いま
した。

Ｂ⁺
年度末に向けて、引き続き
収支予定額と普通預金残高
の的確な把握を行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　総合窓口課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤総合窓口のあ
り方

①現状と課題の整理

②会議の実施

①係内で協議し、現状と課題の
洗い出し

②全課に現状と課題について理
解を得て、状況により各課との
協議を実施。また来庁者の立場
に立った総合窓口の見直しを協
議

①係内で、現状と課題についての
洗い出しをしました。 Ｃ

全課との協議を実施、現状
と課題を説明し、総合窓口
対応についての見直しを検
討します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　税務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①収納率の向上

①年間行動計画の策定

②文書催告の実施

③納税相談の充実

④滞納処分の執行

⑤時効管理会議の開催

⑥白河地方広域市町村圏
整備組合滞納整理課への
徴収事務移管
⑦県南地方振興局県税部
への地方税法第48条徴収
引継
⑧専門性の向上

⑨納付環境の整備（納付
機会の拡大）

①年間行動計画に基づき、効率
的かつ効果的な徴収の実施
②毎月（5月除く）、催告書を送
付
③随時、納税相談を行い、収入
状況に応じた納付方法の解決策
を一緒に考えます
④財産調査・債権回収現地調査
等を行い、差押・参加差押・交
付要求・執行停止の実施
⑤滞納者に対する年度内の滞納
処分の方針決定及び時効中断に
ついて協議
⑥徴収困難な滞納整理事案の選
定・移管事務の実施及び移管後
の連携
⑦町外在住の町県民税滞納者を
選定・引継事務及び引継後の連
携
⑧徴収事務研修による知識習
得・折衝能力の向上
⑨web口座振替受付サービス及び
アプリ決済の推進及びクレジッ
ト決済導入を検討

①年間行動計画に基づき行動しま
した。
②対象者へ催告書を送付しまし
た。
③納税相談を行い納付方法の解決
策について納税者に寄り添いなが
ら相談を受けました。
④滞納処分を実施しました。
⑤毎月1回時効管理会議を実施し、
管理方針について協議しました。
⑥白河地方広域市町村圏整備組合
滞納整理課へ36人移管（4/22）し
ました。（うち3人完納）
⑦県南地方振興局県税部へ17人移
管（7/26）しました。（うち2人完
納）
⑧県主催の研修会へ2回参加しまし
た。
⑨納付書再発行の際、web口座振替
受付サービスのチラシを配布した
ほか、町ホームページ等で周知し
ました。クレジット決済につい
て、関係各課と協議しました。

Ｂ⁺

現年度課税及び過年度分の
徴収率向上のため、催告書
の送付、財産調査、納税相
談を実施します。
また、財産調査を行い、納
税が不履行の滞納者に対し
ては差押を実施します。
なお、無財産の滞納者に対
しては執行停止を行いま
す。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　税務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②り災調査の早
期対応

①被害認定調査計画の策
定

②り災証明書交付のため
の広報
③り災証明申請の受付
④被害認定調査に必要な
人員確保
⑤被害認定調査の実施体
制の構築
⑥被害認定調査の実施

⑦り災証明書の交付

①町が行う家屋被害等の調査業
務の方針、実施体制、事務手続
き等に関する基本的事項を策定
②広報やぶき・矢吹町ホーム
ページ・防災無線等を活用
③申請受付の実施
④各課・関係機関へ応援要請

⑤調査班編成等・必要な物品等
の準備
⑥内閣府が定めた被害認定基準
運用指針に基づき、調査を実施
⑦被災者支援の各種制度を活用
できるよう、調査終了後、速や
かに証明書を交付

①令和4年福島県沖地震発生日の翌
日(3/17）に矢吹町被害認定調査計
画書を策定しました。
②広報やぶき・矢吹町ホームペー
ジ・防災無線等を活用し周知を図
りました。
③地震発生日翌日からり災調査の
申請書の受付を行いました。
④各課と人員確保の協議を行いま
した。また、不動産鑑定士協会と
協定の締結を行い相談・調査業務
を依頼しました。
⑤災害発生に備え調査業務の準備
等を行いました。
⑥内閣府の調査基準に基づき、発
災後速やかに1次調査を実施しまし
た。（調査開始日3/28）また、不
動産鑑定士と連携し調査を行いま
した。
⑦調査終了後、速やかに証明書の
交付を行いました。（交付開始日
3/29）

Ａ

引き続き、り災証明書の申
請受付・交付を行います。
近年、自然災害によるり災
証明書の交付業務が多く
なっており、り災証明書及
び被災届出証明書交付業務
の効率化を図るため、新た
に要綱を制定します。（10
月予定）

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　税務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③チェック体制
の強化

①事務処理誤りの未然防
止
②事務の内容・進捗状況
の共有

③事務処理の効率化の推
進

①インシデントの共有や法令等
の確認によるリスク管理の実施
②マニュアル整備、グループ
ウェアの活用及びジョブロー
テーションなどによる業務の共
有
③定型事務の自動化・アウト
ソーシングの導入

①管理監督職会議及び係内会議の
際に、発生したインシデントを共
有し、再発防止を図りました。
②事務処理マニュアルの点検及び
更新作業を実施しました。また、
事務処理誤りを未然に防ぐため、
業務ごとのチェックシートを作成
しました。
③事務処理の自動化が可能と思わ
れる事務を洗出し、ベンダーと打
合せを実施しました。

Ｂ⁺

事務処理マニュアルや
チェックシートを活用し、
事務処理誤りを未然に防止
します。
また、自動化が可能と思わ
れる定型事務（データto
データを中心）について
は、来年度からの運用開始
に向け、ベンダーと協議を
し、必要な整備を行いま
す。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①新型コロナウ
イルスワクチン
接種

①3回目接種の速やかな
（可能な限り前倒し）実
施及び周知活動

②小児接種（5～11歳）の
接種体制の構築及び周知
活動

③4回目接種の対象者（60
歳以上の方及び18歳以上
の基礎疾患をお持ちの
方）への接種券の送付及
び効率的な接種体制の構
築、実施

①広報誌、防災無線、マスコ
ミ、町ホームページ等による接
種勧奨のための周知

②協力医療機関との接種日程調
整

③協力看護師、保健師、派遣職
員等との接種体制の調整

④ワクチン納品確認及びワクチ
ン管理

⑤集団接種会場の運営

①3回目接種の実施【6月で終
了】

②小児接種の接種体制の構築及
び周知【7月で大部分を終了】

③4回目接種の接種券送付及び
接種体制の構築及び実施【9月
で終了】

Ａ

①オミクロン株対応ワク
チン接種の接種体制の構
築及び実施

②小児接種の3回目接種
の実施

③乳幼児接種の接種体制
の構築及び実施

②高齢者、障が
い者支援

①民生委員による安否
確認を含めた対応、
サービスの充実

②ICT、IoTの活用によ
る支援の検討

①配食サービス、ごみ収集等
のサービスの実施

②緊急通報システム事業の事
業効果の検証、IoT機器によ
る高齢者等見守りの導入調
査、検討、試行

②IoT機器の導入調査、検討を行
いました。(導入による民生委員の
安否確認業務軽減等）
・ICTの活用については、聴覚障が
い者に対して、タブレットを活用
した遠隔手話サービスを開始しま
した。（9月より実施、10月広報、
HPにて周知しました。）

Ｂ⁺

①配食サービス、ごみ収集
サービスの充実、効率化に
ついて検討します。
②現行のシステムに加え、
電力の使用状況から安否確
認を行うIoT機器の導入を図
り、サービスの選択の幅を
拡げます。（1月より実施予

定）

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③国民健康保険
事業

国民健康保険事業の適
正運営

①被保険者数、医療給付費等
の推移分析

②国民健康保険税の収納額や
収納率確認

③県への納付金及び基金保有
状況の管理

④県や国保連合会等、関係機
関との連携

⑤医療費適正化に向けた周知
広報

①・被保険者数
　　R3.8月末：3,909人
　　R4.8月末：3,809人
　・医療給付費等（療養給付費）
　　R3.8月末：307,345千円
　  R4.8月末：314,600千円

②・調定額
　　R3.8月末：413,991,165円
　　R4.8月末：375,419,196円
　・収納額(収納率)
　　R3.8月末：88,672,535円(22.6%)
　　R4.8月末：84,919,742円(21.4%)

③・納付金（国民健康保険事業費納付
金）
　　当初予算：458,558,000円
　　決 定 額：448,913,592円
　・基金（国民健康保険給付費支払準
備基金）残高
　　R4.8.31現在：304,893,771円

④・R4.5.20県国民健康保険課オンラ
イン会議
　・R4.9.8国保連合会オンライン研修

⑤・医療費のお知らせ送付（R4.5月
1,821件、8月1,866件）
　・ジェネリック医薬品差額通知送付
（R4.8月163件）
　・保険証更新時にジェネリック医薬
品希望シールを同封し、冊子内には
「医療費を大切に」のページを掲載
（R4.9月2,327件）

Ｂ⁺

①②被保険者数、医療給
付費等の推移及び国民健
康保険税の状況等を総合
的に勘案し、次年度また
令和11年度に予定されて
いる県保険料率統一も見
据えた事業運営を行いま
す。

③適正な伝票処理及び予
算管理のうえ納付金を納
付します（第3期～第9
期）。

④各種会議、研修会に積
極的に出席し、情報収集
や知識習得に努めます。

⑤医療費のお知らせ（4
回）及びジェネリック医
薬品差額通知（2回）を
送付します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④あゆり温泉被
災対応及び擁壁
改修

【地震災害】
①実施設計
②復旧工事

【擁壁改修】
③関係機関との協議
④工事着手時期の決定
⑤工事に関する補助金
等の調査
⑥定期点検、日常点検
の実施

【地震災害】
①被災状況の調査、復旧工法の
検討、設計積算
②復旧工事の早期着手、完成

【擁壁改修】
③白河地方広域市町村圏消防本
部と無線基地局の移設に向けた
協議、土地改良区や八幡神社と
工事着手に向けた協議
④改修工事の工法について調
査、検討
⑤県等と補助金等の活用可否の
検討、協議
⑥専門家による定期点検、指定
管理者による日常点検の実施

【地震災害】
①被災状況調査完了　5/31
　実施設計業務完了　7/31
②復旧工事契約　8/31
　工事完了予定　11/30

【擁壁改修】
③保留
④県南建設事務所と協議
　6/28
　町内構造計算業者と協議
　9/8
⑤保留
⑥擁壁定期点検業務委託締結
　6/24
　擁壁定期点検実施　9/21

Ｂ⁺

【地震災害】
・工事完了予定　11/30
・営業再開　12月上旬
　イベント等を実施し集
客を図ります。

【擁壁改修】
・県南建設建設事務所と
の協議
・③⑤については、擁壁
改修の必要性を含め、調
査検証を進めます。
・擁壁定期点検の実施
（2月）

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①遊水地整備

①平常時に住民の交流
や活動の場として利活
用できる方法の検討、
方針決定

②残土の活用方法の検
討

③国へ要望

①4～12月：三城目地区遊水
地対策協議会や関係機関、住
民等の意見を伺い、跡地利活
用方法の検討、方針決定

②残土活用の手法、場所等に
ついて国と協議

③利活用方法や残土の活用
法、その他接続する道路等の
インフラなど必要に応じて、
町や三城目地区遊水地対策協
議会で国へ要望活動

①三城目地区遊水地対策協議会
員から遊水地に関する意見、整
備後の維持管理や利活用の要望
等を集約し関係町村や協議会で
検討を図りました。

②残土の利活用を室員会議等で
検討しました。
また国と住宅移転先等への残土
利用について協議を行いまし
た。

③利活用方法や道路等のインフ
ラに関することについて、町及
び三城目地区遊水地対策協議会
で県や国へ要望活動を実施しま
した。

Ｂ⁺

①阿武隈川沿川の自治体
や阿武隈川関連の団体と
連携しながら整備後の取
り組みについて協議しま
す。

②残土利活用の場所や方
法について、国や関係機
関と継続的に協議しま
す。

③事業の進捗や要望内容
に応じて、関係機関へ要
望します。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和４年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②担い手の育成

①担い手及び新規就農
者の確保

②法人化への助成

③研修会等の周知

④農業団体等との連携

①地域連携推進員やJA、農業
短期大学校等と連携し、地域
の担い手や新規就農者の掘り
起こし及び人・農地プランの
実質化による農地の集約化

②経営規模拡大を目指す農業
者の法人化への助成支援

③各種農業研修会について、
認定農業者及び新規就農者へ
周知やSNS等を活用し外部発
信

④町内の農業団体や三鷹市等
と連携し、町内産農産物の販
路拡大と農産物のブランド化
（直売サイト等の活用）の協
議調整

①農業短期大学校と連携し、フ
ロンティア農園（6回）を実施
し、18人の町民の申込みがあり
農業の基礎を学びました。人・
農地プラン実質化による対象地
区の資料を作成しました。

②ほ場整備の説明会にて、法人
化への説明を行い、補助制度の
周知に努めました。

③各種農業研修会について、関
係する農家へ通知したほか、町
HPでも積極的に周知を行い、県
の研修会に参加をしました。

④商工推進課と連携し、三鷹市
をはじめとする県内外各地での
農産物のPRおよび販売を行って
います。（8/28福島駅前軽トラ
市、10/16三鷹の森フェスティ
バル、11/12連雀コミセン祭
り）

Ｂ⁺

①農業短期大学や地域連
携推進委員と情報を共有
し、新規就農の掘り起し
を引き続き行います。
商工推進課と連携し、移
住者への就農支援金等の
周知を図ります。
人・農地プラン実質化に
地域の担い手を決定しま
す。

②ほ場整備等のインフラ
整備の推進を図ることと
併せて、法人化への取り
組みを推進します。

③各種研修会等の情報収
集を図り、積極的に周知
や参加します。

④町内農業団体等と連携
し、各種イベントに参加
し、農産物のPRを図りま
す。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和４年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③スマート農業

①担い手の先進地視察

②補助事業の意向調査

③電子申請への環境整
備

④有害鳥獣捕獲活動へ
のIOT技術導入

①認定農業者等の担い手を対
象としたスマート農業先進地
視察研修

②JA等と連携し、農業用ド
ローン等の活用を希望する農
業者の把握及び補助事業等の
活用検討

③国の経営所得安定対策等交
付金や水稲営農計画書につい
て、農家が自宅で行政手続き
が可能なオンライン化の整備

④遠隔操作が可能な捕獲機材
（カメラ等）の導入検討

①情報収集のため、JAで開催す
るスマート農業に関する研修へ
の参加や、実際にスマート農業
を導入する町内農業者の圃場見
学を行いました。

②農業におけるIOT技術の活用
方法やそのための有効な補助制
度について、他市町村の事例を
収集し検討を行っています。

③オンライン化整備のための補
助金申請を行いました。

④センサーカメラを設置し、有
害鳥獣の動きを監視しました。

Ｂ⁺

①県や農機具メーカー等
の各種研修等に参加し、
情報収集を行います。

②農地の集約化の推進と
併せ、共同利用やリース
利用の検討を行います。

③行政手続きのオンライ
ン化を整備します。

④センサーカメラによる
監視を継続し、遠隔操作
が必要かを検討します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和４年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④農業振興計画
の策定

①関係機関との調整

②計画書案の作成

③計画書の本申請

①4月～6月：町内部による素
案の協議、各種計画（都市計
画等）との調整、6月～11
月：各種団体、福島県協議

②12月～2月：計画案の決
定、公告縦覧等

③3月：福島県へ許可申請

①内部協議及び県との協議のた
めの基礎資料を作成しました。 Ｂ⁻

①内部協議及び県の協議
を進め、計画書を確定し
ます。

②計画案の決定・公告縦
覧を行います。

③福島県へ許可申請を行
います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和４年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤ほ場整備事業

①担い手の決定
　
②人・農地プランの見
直し

　
③水田農業高収益化促
進計画、集積集団化等
促進基盤整備計画の作
成

④相続・共有地等の土
地課題の解決

⑤事業計画書の作成

⑥事業採択申請

①4月：集積委員会による担
い手の決定
　
②5月：決定した担い手を反
映した、人・農地プラン見直
し
　
③5月～6月：高収益作物の計
画及び農地の集積計画作成
　
④4月～7月：相続、共有地及
び国土調査の地図訂正等課題
解決
　
⑤9月：福島県による事業計
画書の作成

⑥1月：国ヒアリング

①4月に地区内の担い手を決定
しました。

②集積集団化促進計画について
福島県と最終調整中であり、完
了次第「人・農地プラン」の見
直しを行います。

③8月に集積集団化促進計画を
作成し、福島県と最終調整中で
です。集積集団化促進計画の協
議が完了次第、水田農業高収益
化促進計画の作成を行います。

④相続、国土調査等の土地課題
の解決については、法務局と調
整のうえ課題解決へ向け各資料
等を取りまとめました。

⑤福島県により事業計画書を作
成中です。

⑥事業採択申請については、今
後実施します。

Ｂ⁺

①引き続き、地区役員、
担い手等と随時情報共有
を図ります。

②人・農地プランの見直
しを行います。

③水田農業高収益化促進
計画の作成を行います。

④相続、共有地及び国土
調査の地図訂正等課題解
決を行います。

⑤福島県による事業計画
書の作成します。

⑥国に事業採択申請を行
います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和４年度　商工推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①企業誘致

①新規企業の誘致並び
に既存企業の事業拡大
への支援

②雇用拡大による町民
生活の安定と向上、町
への定住・移住者増加

①既存企業訪問（進出企業の
場合、本社も含む）による情
報共有

②県企業立地課、東京事務
所、大阪事務所等関係機関と
の情報共有

①6月から7月にかけ、町内企業
16社に町長が訪問し、企業情勢
や今後の展望について懇談しま
した。
　また、7月には町長トップ
セールスとして、北海道の企業
や福島県事務所などを訪問しま
した。
　更には、企業誘致委員会を開
催し、4月に2社、8月と9月に1
社ずつの計4社を誘致企業とし
て認定しました。

②5月に県企業立地課や企業局
及び関係機関を訪問し、今後の
取り組みや県との更なる連携強
化を確認しました。

Ｂ⁺

①10月に副町長が大阪市
及び名古屋市を訪問し、
関係企業及び福島県事務
所を訪問する予定です。

②10月に福島県企業立地
課へ訪問し、産業適地に
ついて情報共有するとと
もに、今後の企業誘致策
策について協議します。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　商工推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②地域経済の活
性化

①新型コロナウイルス
感染症により影響を受
けた事業者に対する支
援策の検討

②空き店舗等を活用し
た新規出店や事業拡大
への支援策の検討

①事業継続支援のほかウィズ
コロナ時代に向けた感染対策
を講じる事業者等への支援制
度の構築（8月）、新規補助
金の検討

②空き店舗対策事業補助金制
度の拡充の検討（10月）

①新型コロナウイルス感染症に
対する新たな経済支援策とし
て、プレミアム商品券の発行、
消費喚起促進事業費助成金制度
の創設を行いました。また、前
年度から継続した支援として、
事業継続支援給付金の申請受付
を開始しました。

②空き店舗対策事業は、下半期
の要綱改正に向けて引き続き調
査、検討を行います。

Ｂ⁺

①町内事業者へのさらな
る支援として、新型コロ
ナウイルス感染症の予防
対策に係る費用の一部助
成を行います。

②新規事業者への支援策
として、空き店舗対策事
業の拡充を図り、既存の
要綱の改正等を検討しま
す。

③移住促進

①県内外からの流入人
口増加施策の検討

②移住検討者のニーズ
の調査と分析

①移住者への新たな支援金の
創設（6月）

②首都圏内の移住フェア等へ
の積極的な参加（随時）

①県外からの移住者を本町に呼
び込む新たな取組として、矢吹
移住定住総合サポート支援金制
度を創設し、県内外のイベント
でPR活動を行いました。

②9月に東京都で開催された全
国規模の移住イベントに参加
し、町の魅力発信とPR活動を行
いました。

Ａ
矢吹移住定住総合サポー
ト支援金の活用を促進す
るため、移住イベントへ
の参加とパンフレット等
の配布、町のPR活動を継
続します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　商工推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④地域おこし協
力隊への支援

①情報共有と意見交換
を目的とした定例打合
せの開催

②町事業と協力隊活動
の連携支援

①毎月1回の定例会のほか事
業の進捗に合わせて随時開催

②各課や関係機関への協力隊
活動の周知と連携要請（随
時）

①毎月の定例会で事業の進捗報
告と活動方針の確認を行い情報
共有を図ったほか、地域おこし
協力隊主催のイベントに参加し
ました。

②広報やぶきへのコラム掲載や
地域おこし協力隊主催イベント
の周知活動を支援しました。

Ｂ⁺

①毎月の定例会を継続
し、情報共有と意見交換
を行います。

②地域おこし協力隊の活
動を広く町民に周知する
ため、支援を継続すると
ともに、活動内容に関連
する機関への連携を要請
します。

⑤中心市街地の
賑わい創出

①大正ロマンの館の新
たな指定管理による賑
わい創出

②やぶき観光案内所の
来訪者へのPR活動

③矢吹町商工会と連携
した中心市街地でのイ
ベントの開催

①複合施設KOKOTTOや中町ポ
ケットパーク、地元商店と連
携した事業展開による中心市
街地の活性化（随時）、連携
会議の開催

②案内所内への名産品の展
示、売店での特産品等の販売
（随時）

③クラシックカーレース等の
町内事業者を巻き込んだイベ
ントの企画（9月、10月）

①大正ロマンの館の指定管理者
のほか、中心市街地に拠点を置
く事業者が一堂に会する場とし
て中心市街地連携会議を開催
し、中心市街地活性化に向けた
イベント開催等の議論を行いま
した。

②駅売店のレイアウトを変更
し、地域の特産品の取り扱いを
開始しました。

③商工会と連携して、旧奥州街
道をメイン会場としたクラシッ
クカーレースイベントを実施し
ました。

Ｂ⁺

①中心市街地連携会議を
定期的に開催し、合同イ
ベントの開催に向けた議
論を行います。

②駅売店で販売する特産
品の拡充を図り、町内店
舗への回遊を促すきっか
け作りに取り組みます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①道路網整備計
画

①計画構想図（たたき
台）の作成

②庁内協議（各課、庁議
調整会議等）
③関連機関との協議

④各種計画道路における
実態の把握
⑤計画素案の策定

⑥都市計画審議会等への
説明

⑦ホームページ・広報へ
の計画案の提示（パプ
リックコメント）
⑧意見集約

⑨道路網計画の報告

⑩道路網計画の公表

①計画構想図（たたき台）を作
成し、今後のスケジュール及び
調査検討項目を抽出
②各課所管事業計画の抽出、並
びに調整
③各種計画道路における国・県
との協議、並びに各種団体（商
工業、農業、教育関係及び子育
て団体など多世代に渡る関係者
等）との協議
④交通量及び利用形態の分析・
検討
⑤実用性や将来性を考慮した計
画素案の策定
⑥都市計画審議会や議会等への
説明、並びに関連団体等との意
見交換
⑦町ホームページや広報やぶき
等による計画案の公表及び意見
等募集（意見集約方法の検討）
⑧意見等の集約及び道路網計画
策定に係る最終調整
⑨道路網計画の決定及び報告
（都市計画審議会、議会）
⑩町ホームページや広報やぶき
を利用し、町民への道路網計画
の公表、並びに国や県への計画
決定の周知

①計画構想図（たたき台）を作
成し、今後のスケジュール及び
将来交通量需要、整備手法な
ど、調査検討項目の抽出を行い
ました。

③現在の町の道路や各種計画道
路について、商工業等の団体、
関係者への聴き取り、協議を行
いました。

Ｂ⁻

②各課所管事業計画の抽出、並
びに調整を行います。
③各種計画道路における国・県
との協議、並びに各種団体との
協議を引き続き行います。
④計画書作成に係る委託の発注
を行うとともに、交通量及び利
用形態の分析・検討を行いま
す。
⑤国道4号拡幅整備に係る説明会
や現在の状況を踏まえ、今後決
定していく交差点位置や側道等
の在り方など、実用性や将来性
を考慮した計画素案の策定を行
います。
⑥計画素案について、都市計画
審議会や議会等への説明を行う
とともに、関連団体等との意見
交換を行います。
⑦町ホームページや広報やぶき
等などの情報網を用い、計画案
の公表及び意見等の募集を行い
ます。
⑧計画案に対する意見等の集約
を行い、これらを踏まえ、道路
網計画策定に係る最終調整を図
ります。
⑨道路網計画を決定させ、都市
計画審議会や議会へ、計画の報
告を行います。
⑩決定した道路網計画につい
て、町ホームページや広報やぶ
きを利用し町民へ公表・周知を
図るとともに、国や県への計画
決定の周知を行います。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②国道4号4車線
化

【全体】
①都市計画審議会による都
市計画決定に向けた協議・
検討
②国・県等、関連機関との
協議

③沿線住民及び関連企業の
サポート
④議会への説明及び住民等
への周知

【矢吹・泉崎地区事故対策
事業】
⑤用地取得に関連した国と
の協議
⑥スムーズな拡幅整備に向
けた国との連携

【矢吹鏡石道路推進事業】
⑦推進協議会の発足、協議
会開催

⑧地区懇談会の開催（国）
⑨住民説明会の開催（国）

⑩説明会内容の周知（町
民、議会等）

①矢吹町都市計画審議会等への説
明、報告

②接道や水路、都市計画道路に関
連した、国や県、関連機関との協
議
③町民（特に沿線住民）や各種企
業等関係者との連携及びサポート
④公表可能な内容について、議会
等への説明、並びに町ホームペー
ジや広報やぶきによる住民等への
周知

⑤及び⑥　事業の円滑化、並びに
効率化を図るため、用地取得や拡
幅整備実施において、国との連携
協議

⑦矢吹鏡石道路整備に係る推進協
議会を開催し、関係地区等の要望
を集約
⑧地区懇談会での提案及び提言
⑨計画設計関連住民説明会におけ
る意見等集約
⑩説明会内容について、町民や町
議会へ説明、並びに関連団体への
周知

②接道や水路、都市計画道路に関
連し、国や県、関連機関との協議
を行いました。
③町民（特に沿線住民）や各種企
業等関係者との連携、並びに、個
別要望について国へ繋ぐなどのサ
ポートを実施しました。
④住民説明会開催案内及び開催結
果、並びに、国への要望書提出な
どについて、随時、町ホームペー
ジや広報やぶきを利用し住民等へ
周知を図り、また、議会への説明
を行いました。

⑤及び⑥　事業の円滑化、並びに
効率化を図るため、用地取得や拡
幅整備実施において、随時、国と
の協議を行いました。

⑧住民説明会開催結果を踏まえ、
第7回地区懇談会にて、国への要望
の確認及び協議を行いました。
⑨及び⑩　住民説明会における説
明内容及び意見等集約結果につい
て、広報やぶきを利用し住民等へ
周知を図り、また、議会への説明
を行いました。

Ｂ⁻

①事業進捗状況等を踏まえ、関連
事項について、矢吹町都市計画審
議会等への説明及び報告を行いま
す。（10月26日開催）
②接道や水路、都市計画道路に関
連した、国や県、関連機関との協
議を引き続き行います。（随時）
③引き続き、町民（特に沿線住
民）や各種企業等関係者との連携
及びサポートを行います。
④今後も、事業の進捗に合わせ、
公表可能な内容について、議会等
への説明、並びに町ホームページ
や広報やぶきによる住民等への周
知を図ります。

⑤及び⑥　事業の円滑化、並びに
効率化を図るため、用地取得や拡
幅整備実施において、引き続き、
国との連携協議を進めます。

⑦矢吹鏡石道路事業推進協議会の
発足、また、協議会を開催し、関
係地区等の要望を集約するととも
に、国と協議を進めます。
⑧引き続き、地区懇談会におい
て、随時、提案及び提言を行いま
す。
⑨必要に応じ開催される計画設計
関連住民説明会において、引き続
き意見等集約を行います。
⑩必要に応じ開催される説明会等
内容について、町民や町議会へ説
明、並びに関連団体への周知を図
ります。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③日常生活にか
かる身近な相談
対応

①夜間の歩行者・自転
車等の交通安全を図る
ため、街路灯の適切な
維持管理及び計画的な
新設

②安全安心な道路環境
構築のための定期的な
パトロール及び必要に
応じた道路管理

③道路長寿命化計画に
基づいた、道路の計画
的な補修・更新

①街路灯の管理業者と連携し
た適切な維持管理並びに、町
民からの新設要望に対する迅
速な現地確認の実施及び設置
可否の回答

②週2回の道路パトロール等
による安全な通行を確保する
道路補修、除草等の実施並び
に町民からの要望、相談への
迅速な現地確認及び対応の可
否の回答

③道路長寿命化計画に基づい
て道路損傷度合いに応じた各
路線への効果的な舗装補修の
実施

①各地区からの要望に対して、
現地調査を実施し、新設街路灯
を設置しました。
新設設置　15基
街路灯管理総数　2,352基

②定期的なパトロールにより発
見された舗装劣化箇所の補修、
交通に支障が生じる箇所等の除
草を実施し、町民から相談の
あった箇所については現地状況
を考慮しながら道路維持工事を
実施しました。

③道路長寿命化計画に基づき、
道路損傷度合いに応じて抽出し
た路線について舗装補修に係る
設計を行いました。
・松倉大池線
・田町4号線
・三城目牡丹平線
・赤沢12号線

Ｂ⁺

①引き続き管理業者と連
携を図りながら、街路灯
の適切な維持管理を行
い、町民からの新設要望
について、早急な現地確
認及び設置可否の回答を
行いながら、夜間交通の
安全性を確保できるよう
計画的な設置を行いま
す。
　
②引き続き週2回の道路
パトロールを実施し、道
路補修、側溝土砂撤去等
の管理を行うと共に、町
民から相談があった箇所
について迅速に現地を確
認し、対応の可否の回答
を行い、安全な通行の確
保を図ります。

③長寿命化計画に基づ
き、抽出した路線の設計
を踏まえ工事着手し、次
年度に向けた補修路線の
選定を行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④住宅使用料等
の収納率向上

①弁護士による債権回
収業務の一部導入を検
討

②毎月の納入時期に応
じた計画的な徴収対応

③前期を上回る収納率
現年度収納率90％
（前期実績収納率
86.8％）
過年度収納率8％
（前期実績収納率
4.8％）

①債権回収業務の委託に向
け、先進事例等の情報収集及
び委託内容等について弁護士
と協議

②家賃等の支払期限日をチラ
シ等で周知

③回収計画作成による納入相
談等の実施

①債権回収業務について先進事
例等の情報収集を行いました。

②8月に送付した収入申告書の
通知に合わせ、8月以降全ての
納付期限が書かれた文書を併せ
て発送しました。

③退去時に未納がある方に対
し、納入誓約書を提出してもら
いました。（2件）
　8月末現在
　現年度収納率　86.7％
　過年度収納率　 4.0％

Ｂ⁻

①既に委託している上下
水道課に委託内容につい
て確認し、回収業務委託
導入に向けて弁護士と協
議を行います。

③弁護士への外部委託に
より、家賃収納率向上の
ため時効整理を進めてい
きます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①水道、公共下
水、集落排水事
業の中長期的な
見直し

①計画的な施設更新

②料金体系の変更につい
て審議会での検討開始

③広域連携の検討

①長寿命化計画に基づき、計画
的に施設（機器類及び管路等）
の更新

②一部農業集落排水区域の公共
下水道編入に伴う下水道料金体
系への変更について、上下水道
事業経営審議会（年2回開催予
定）において検討開始

③県主催の「水道事業の基盤強
化・広域連携に関する検討会」
に参加

①公共下水マンホール蓋交換（4ヶ
所）を行いました。

③「水道事業の基盤強化・広域連
携に関する検討会」に出席し（4
月、7月、8月開催）、「福島県水
道広域化推進プラン」策定のため
の協議検討を行いました。

Ｂ⁺

①水道管管路調査（漏水調
査17km）を実施します。

②一部農業集落排水区域の
公共下水道編入に伴う下水
道料金体系への変更につい
て、上下水道事業経営審議
会を開催し検討を開始しま
す。

③継続して「水道事業の基
盤強化・広域連携に関する
検討会」に出席し（11月、
12月予定）、県及び県内自
治体とともに「福島県水道
広域化推進プラン」を策定
します。

②下水道会計の
収支状況の分析

①適正な会計処理

②適正な財産管理

③財務諸表による収支状
況の分析

①独立採算を目指した経営、適
正な会計事務処理

②下水道事業の資産、資本及び
負債の精査

③財務諸表による経営成績や損
益の適正な把握・評価及び類似
団体との比較

①～③委託業者による企業会計経
理審査を実施しました（7月）。例
月出納検査を実施しました（7
月）。会計システム業者と連携し
会計処理の確認をしました（随
時）。

Ｂ⁺

①～③委託業者による企業
会計経理審査を実施します
（10月、1月）。例月出納検
査を実施します（10月、1
月）。会計システム業者と
連携し会計処理の確認をし
ます（随時）。

③決算に向け、決算書及び
財務諸表の作成・分析に着
手します（3月）。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③賦課徴収業務
委託の見直し検
討

①現況把握及び課題の精
査

②他自治体の取り組み状
況の調査及び情報収集

③今後の業務委託内容の
検討

①現業務の評価、課題の精査、
改善項目の検討

②主に県内自治体の状況調査、
情報収集及び意見聴取の実施

③業務拡充を含め、業務委託内
容及び範囲の検討

①委託業者と現業務の評価、課題
の精査、改善項目の検討を行いま
した（5月、6月）。

②他自治体の委託状況調査及び情
報収集（随時）を行いました。 Ｂ⁻

②他自治体の委託状況調査
及び情報収集を行います
（随時）。

③業務委託内容、範囲及び
改善項目の検討を行います
（12月～2月）。

④未納対策と債
権管理

①利便性の向上及び収納
効率化に係るサービス導
入の検討

②滞納者への早期対応と
収納促進対策

③回収困難債権について
弁護士事務所に調査業務
委託

④回収不能債権について
適正な事務処理

①口座振替、コンビニ納付、ス
マートフォン決済アプリによる
納付、Web口座振替受付サービス
開始、クレジットカード決済の
導入検討

②督促、臨戸訪問、分納誓約や
納入相談等により収納促進及び
応じない滞納者に対する給水停
止措置

③令和4年度委託件数は、100件
～120件を予定

④調査の結果、回収不能債権に
ついて、弁護士事務所作成の意
見書・報告書をもとに適正な事
務処理

①開栓届出時に納付方法を周知し
ました。Web口座振替受付サービス
のチラシを配布しました（金融機
関及び公共施設）。

②督促状送付、徴収員による臨戸
訪問、分納誓約や納入相談、給水
停止措置に取り組みました。

③弁護士事務所と委託契約を締結
しました（8月、委託調査対象件数
100件）。

Ｂ⁺

①開栓届出時に納付方法を
周知します（随時）。

②督促状送付、徴収員によ
る臨戸訪問、分納誓約や納
入相談、給水停止措置に取
り組みます（随時）。

③催告書送付、各種調査
（所在地、破産の有無、相
続関係）、報告書及び意見
書作成（～12月）に取り組
みます。

④議会定例会に議案上程し
ます。不納欠損処理を行い
ます（3月）。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　議会事務局　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①議会の円滑な
運営及び検討

町政全般に関する一般
質問の趣旨、目的等を
明確にし、町執行部が
当該質問趣旨等に沿っ
た答弁を的確にできる
よう、一般質問通告書
様式の検討を行い、町
民に分かりやすい政策
論議等を推進します。

①6月～12月：6月議会から試行
的に一般質問通告書の様式を変
更し、質問の趣旨・背景を明確
に示し具体的な質問内容が記載
できるよう変更
②6月～12月：随時、通告書様式
の検証を行い、必要に応じて変
更
③2月～3月：一般質問通告書の
決定

6月議会から一般質問通告書の
様式を変更し、質問の趣旨や背
景をより具体的な質問通告とす
ることが出来たため、執行部答
弁においてもより明確化が進ん
でいます。

Ａ
試行期間において通告書
記載内容の検討を行い、
質問の意図・目的の明確
化を図り、町民に分かり
やすい政策論議となるよ
う努めます。

②タブレットの
利活用

会議等におけるペー
パーレス化による資源
消費・経費の削減を図
り、またクラウド化に
よる情報共有化・情報
発信を促進し、開かれ
た議会、スムーズな議
会運営に取り組みま
す。

①4月～12月：「矢吹町議会にお
ける情報通信機器に関する運用
試行要領」及び「タブレット使
用に関するルール等について」
に基づき運用
②5月：タブレット研修会（職
員）
③5月～3月：「タブレット使用
に関するルール等について」の
検証及び改正並びに新たなタブ
レット利活用方法の検討（執行
部通知の電子化等）
※導入できる取り組みは、随
時、施行します。
④1月：タブレットの本格導入
（運用基準の制定）
⑤随時：研修会（議員及び職
員）

・5月30日に各課長及び職員に
対し、議会におけるタブレット
運用に関する操作及び利活用に
関する研修会を実施し、運用
ルール等について周知徹底しま
した。
・6月議会から順次、ペーパー
レス化を実施しました。
・議員への情報発信（通知、お
知らせ等）に関しては、4月か
らタブレットを本格活用してい
ます。

Ａ

試行期間において、引き
続き議会におけるペー
パーレス化やタブレット
の利活用について検討・
検証を行い、経費削減と
情報発信・共有化の向
上・促進に努めます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①ICT教育の推
進

①タブレット端末を活
用した学びの充実とICT
教育の研修に取り組み
ます。

②新型コロナ感染症対
策として、学校での学
びを止めないオンライ
ン学習を充実させま
す。

①昨年度、町内児童生徒すべ
てのタブレット端末にAIドリ
ルアプリ導入が完了したこと
から、今年度から本格運用を
開始し、個別最適化の学びと
ともに、協働の学びに向けて
教職員対象のICT研修に取り
組みます。

②これまでも、感染症対策の
ための学校休業時に、タブ
レット端末を活用した学習を
進めてきました。今後さらに
オンラインでの学習を充実さ
せるため、引き続きICT支援
員を配置するほか、定期的な
研修により、教員の技能を向
上させます。

①教職員対象のAIドリルアプリ
操作研修会とタブレットを活用
した授業研究会を開催したり、
タブレット端末取扱いルールを
周知するなど、端末の本格運用
に向けた取り組みを推進してま
いりました。

②現在、三神小学校では家庭へ
のタブレット端末持ち帰りをし
ており、新型コロナ感染症によ
る出席停止時には、家庭学習、
健康観察で利活用することがで
きました。

Ｂ⁺

①引き続きICT研修会の
開催やタブレットを活用
した授業研究会を善郷小
学校、矢吹中学校で開催
するとともに、ICT支援
員による日常的なサポー
トに取組み、ICT教育の
充実を推進してまいりま
す。

②子どもの学びの機会を
保障するため、端末の安
全安心な持ち帰りをさら
に進め、家庭学習の充実
に努めてまいります。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②小学校の適正
配置

①児童数の減少、今後
の施設改修費など、今
後の小学校の課題を学
校、保護者と共有し、
望ましい教育の姿、学
校規模の適正化の機運
の醸成を図ります。

②説明会の進捗状況に
応じ、矢吹町学校規模
適正化検討委員会の設
置を検討します。

①学校、保護者を対象とした
説明会を開催し、児童数の今
後の見通し、学校施設改修費
用の見込みを説明し、将来の
矢吹町の教育を考える機会と
します。

②説明会等の進捗状況などに
応じ、学校規模適正化検討委
員会の設置準備を進めます。

①近隣市町村の事例収集や統廃
合を実施した自治体の視察研修
を通じて情報収集を進めまし
た。

②後半の事業展開に向けて検討
委員会の運営準備や住民説明会
に向けた庁内協議を進めてまい
りました。

Ｂ⁺

①検討委員会の設置に合
わせて、保護者説明会や
住民説明会、アンケート
を実施し、適正規模・適
正配置の方針に意見を反
映し、より良い教育の在
り方を検討します。

②10月に検討委員会を設
置し、全6回の会議の実
施を予定しております。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③複合施設コ
コットの利用率
向上

①施設利用者の利便性
を向上し利用者の増加
を図ります。

②各団体に呼びかけ、
ココットを活用した、
まちなかに賑わいを創
出するイベントを開催
します。

①
・図書館をより多くの方にご
利用いただけるよう、開館時
間を1時間延長します。
・来館しなくても施設予約・
申し込みが完了できるようオ
ンライン予約・申込システム
を稼働します。
・ココットに隣接する白河信
用金庫跡地を駐車場として活
用します。
・図書館の運営を委託するこ
とにより民間のノウハウを生
かしたサービス向上を図りま
す。

②複合施設イベント広場を活
用したイベントを行い、町内
外の方々をまちなかへ呼び込
むことで、ココットが多くの
人の目に触れるようにすると
ともに、まちなかを人が回遊
するような賑わいを創出しま
す。

①施設利用者の利便性向上と利用
者増加
・図書館開館時間を延長したこと
で、午後6時以降の利用者は増加し
ています。
・4月よりオンライン予約・申込シ
ステムを稼働し、利用者が徐々に
増えています。
・白河信用金庫矢吹支店の跡地
（面積1,558.65㎡）を複合施設駐
車場として土地賃貸借契約締結し
ました。
　また、複合施設駐車場砂利舗装
工事を令和4年9月7日に完了させ、
完了日から供用開始をしました。
（駐車台数68→100台）
・図書館民間委託を進めるにあた
り、県内自治体の図書館業務委託
状況を調査しました。また、教育
委員会や附属機関からサービス向
上のための取り組みについて意見
のとりまとめを行いました。

②矢吹小学校で鼓笛パレード時に
イベント広場を活用したほか、10
月初旬の第2区自治会秋祭りでも広
場活用の準備を進めています。

Ａ
①図書館の民間委託につ
いては、11月から委託開
始することで事務を進め
ます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  

34

34



令和４年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④歴史民俗資料
館

①文化財関係団体との
資料館整備に向けた協
議を進めます。

②資料館の開館に向け
た方針作成の準備作業
に着手します。

①資料館整備方針案につい
て、文化財保護審議会で協議
する前に「矢吹町民俗資料館
建設を願う会」や「郷土史研
究会」などの関連する団体へ
の説明・協議を行います。
②単に資料を展示し見るだけ
の資料館ではなく、体験する
ことができる内容を検討し、
多くの方に利用される施設を
コンセプトに開館に向けた方
針作成準備に着手します。
③学芸員の資料整理の様子を
児童生徒が見学できる機会を
設定することにより、児童生
徒の民俗資料への興味関心を
高めます。

①・②文化財保護審議会に、矢
吹町歴史民俗資料収蔵庫を改修
して歴史民俗資料館として活用
する案を説明しました。また、
資料館整備以外でも「郷土史研
究会」などと連携し、町制施行
120周年記念として町の歴史に
関する様々なイベントを開催し
ました。

③学芸員を配置するため候補者
に4月、6月、9月に打診、協議
を進めてまいりましたが、採用
につながりませんでした。

Ｂ⁻

①・②資料館整備方針案
の策定のため、既存施設
を活用した整備方法をさ
らに検討し、審議会など
の関係機関、団体と協議
を進めます。

③学芸員採用についてさ
らに採用呼びかけの幅を
増やし、年度内採用を目
指します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難  
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令和４年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①善郷小児童ク
ラブ建設

空き教室ではない特別
教室等を学校から借用
して放課後児童クラブ
を運営してきました
が、令和5年4月から教
室数が不足することに
よる待機児童が発生す
ることから、児童クラ
ブ専用の施設を学校敷
地内に建設することと
しました。今年度第2四
半期には工事に着手
し、年度内完成、引っ
越し等を経て令和5年4
月に開設できるよう、
請負業者と協議、調整
を図ります。

・6月に設計施工一括方式に
よるプロポーザルを行い、選
定された業者とともに設計及
び施工を行います。
・令和5年4月に開所するため
の備品購入や引っ越しの手段
等においても早期準備を図り
ます。

・6月22日に設計施工一括方式
によるプロポーザルを行い、大
和リース鈴木伸幸共同企業体が
選定されました。
・6月30日設計施工の事業協定
を結びました。
・7月4日実施設計の契約を結び
ました。
・8月24日に工事請負の仮契約
を結びました。
・9月9日に議会の承認を経て、
工事請負の本契約を結びまし
た。
【工期は9月12日から翌年2月末
まで】

Ｂ⁺
・進行管理
・令和5年3月備品納品
・令和5年3月引っ越し
・令和5年4月開所

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和４年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②幼稚園の適正
配置

少子化による今後の町
立幼稚園のあり方につ
いて、全ての子どもが
その状況に適した教
育、保育を受けられる
ように、施設の老朽化
現況も含め、検討委員
会で協議し、今年度中
に方針を定めます。

検討委員会へ町立幼稚園のあ
り方について諮問し、専門部
会において調査、検討を行
い、答申を受けます。その答
申に基づき令和5年度に基本
方針を策定します。
・今後の児童数及び町立幼稚
園利用推移と施設老朽程度の
把握
・町民、施設利用者への意向
調査アンケート実施
・同規模の統廃合を実施した
自治体への聞き取り及び視察
・検討委員会での協議、計画
案の策定

・参考事例となる茨城県東海村
を視察しました(8月）
・現状調査及び関連計画の整
理、住民アンケート調査、基本
方針の検討について円滑な事業
遂行するために業者委託等の予
算計上
・適正化検討委員会委員候補者
の選定(9月）

Ｂ⁺

・適正規模検討委員会の
全体会及び、幼稚園専門
部会を開催します。
・町民、施設利用者等へ
のアンケートの実施
・ワークショップ等の実
施
・3月：基本方針の策定

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和４年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③子育て施策の
充実

①出産後の子育てに関する
出費をサポートすること
で、居住、出産を奨励し、
次代を担う児童の増加を図
る目的に、子育てしやすい
町、子育て世帯に選ばれる
町を目指し、矢吹っ子応援
事業を推進します。
②ファミリーサポート、子
育て支援センター、ホーム
スタート等、子育て世帯を
支援する事業についての効
果的な事業の支援及び推進
に努めます。
③「子育て世代包括支援セ
ンター」での相談や「要保
護児童対策地域協議会」を
活用した支援等の取り組み
に加え、「子ども家庭総合
支援拠点」を令和5年度に
発足するための検討、準備
を進め、子どもや家庭、妊
産婦等を取り巻く支援機関
の更なる連携強化を図りま
す。
④「矢吹町子ども子育て支
援基金」について、「地域
福祉」の視点に立ち、企業
も含めた社会全体・地域全
体で子ども達の未来を応援
し持続的に支援できるよう
検討していきます。

①②住民基本台帳の異動及び、
保健師からの出産予定数を把握
し、対象者へ矢吹っ子応援事業
による出産祝品、祝金の給付、
及びファミリーサポート、子育
て支援センター、ホームスター
ト等について、特に子育て支援
が必要な世帯へ情報が届くよ
う、健診等での声掛けやホーム
ページ等のSNSで周知を図りま
す。

③令和5年度設置に向けた情報の
収集や補助金申請・人員確保及
び設置要綱の整備を進め、また
町民への広報にも努めます。

④経済的な支援のほか、居場所
づくりや食育・住まい・養育環
境の整備などに取り組むため、
ニーズ調査及び、基金の趣旨に
ついて広報し、賛同及び安定的
な財源確保を図ります。

随時：①住民基本台帳の異動及
び、保健師からの出産予定数を
把握し、対象者へ赤ちゃん訪問
の時に、矢吹っ子応援事業によ
る出産祝品、祝金の給付申請書
を配布しました。
随時：②転入及び母子手帳交付
時に、「矢吹っ子子育て応援ハ
ンドブック」を同封し、特に子
育て支援が必要な世帯へ情報が
届くよう、SNS等へも情報を掲
載しました。
6月：改訂した「矢吹っ子子育
て応援ハンドブック」を各幼稚
園・保育園・小学校・中学校へ
配布しました。
③令和5年度設置に向け、8月に
改正児童福祉法市区町村等説明
会及び、9月の子ども家庭庁関
係事務担当者説明会へ参加いた
しました。
④子どもの居場所づくり支援事
業補助金の策定に向けて、子ど
も子育て支援基金運用部会を
6、8、9月に開催し協議しまし
た。

Ｂ⁺

①②引き続き対象者へ、
「矢吹っ子子育て応援ハ
ンドブック」の配布及び
ホームページや広報誌等
で周知を図ります。

③令和5年度設置に向け
た補助金申請・人員確保
及び設置要綱の整備を進
め、また町民への広報に
も努めます。

④子ども子育て会議に図
り、補正予算を計上及び
要綱の策定を実施いたし
ます。
経済的な支援のほか、食
育・住まい・養育環境の
整備などに取り組むため
の、ニーズ調査及び、町
内外の企業等へ基金の趣
旨について広報し、安定
的な財源確保を図りま
す。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和４年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④待機児童解消
対策の継続

①待機児童を発生させ
ないために保育数受け
入れ枠の検証を行い、
既存の保育施設の保育
士の確保に努めます。

②潜在的な保育者ニー
ズを幅広く把握するた
めの調査を行います。

③保育者ニーズに応じ
た柔軟な利用を進めま
す。

④保育園等において、
延長保育や一時預か
り、障害児支援などの
多様な保育が提供でき
るよう支援について検
討します。

①②住民基本台帳上の年齢別
調べ、保健師からの出産予定
数の状況把握、子育て支援係
からの祝金交付状況確認等に
よりシミュレーションの作
成。既存の保育施設への保育
士確保のための助成制度を新
設します。

③④各種補助事業の活用を私
立園長会で検証。小規模保育
園に対し指導監査を実施しま
す。

①②
・住民基本台帳上の年齢別調べ
を行いました。
・現在保育園を利用している保
護者の要件から10月以降の申込
者数を予測し、私立園長会で調
整を協議しました。
・既存の保育施設への保育士確
保のための助成制度を新設しま
した。

③④
・各種補助事業の活用を私立園
長会で検証し、補助金申請を受
け付けました。
・小規模保育園に対し指導監査
を9月27日実施しました。

Ｂ⁺

①②
・令和5年度申込受付期
間（10月3日～10月31
日）
・入園調整（4月当初の
待機児童を発生させない
よう努め、年度途中の待
機抑制の為、各園と協
議、調整を図ります。）
・入園決定通知発送予定
（令和5年2月）

③④
・現在の補助事業の活用
及び申請受付
・新たな補助事業の創設
・小規模保育園に対し指
導監査を10月6日実施

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和４年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤子ども・子育
て支援事業計画

子ども・子育て支援法
及び、次世代育成支援
対策推進法に基づく計
画を一体とする「第2期
矢吹町子ども・子育て
支援事業計画」におい
て、これまでの取り組
みや課題を踏まえ、質
の高い幼児期の教育・
保育やニーズに応じた
子育て支援策を計画的
に推進します。

年度ごとに、事業の進捗を検
証し、必要に応じて計画内容
の見直しを図ります。

・令和3年度実施した事業につ
いての、点検評価について各課
へ依頼しました。(7月）
・子ども・子育て支援事業計画
の点検及び評価をとりまとめま
した。(9月)

Ｂ⁺

・子ども子育て会議で矢
吹町子ども・子育て支援
事業計画の点検及び評価
を報告します。(9月）
・子ども・子育て支援事
業計画の取み内容や課題
の見直しをしていきま
す。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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